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■
は
じ
め
に　

　

ま
ず
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い

て
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
で
は
こ
れ
ま
で
、
疲
弊
す
る
村

内
各
産
業
の
回
復
や
活
性
化
の
た
め

に
、
農
林
商
工
業
各
分
野
や
村
民
生
活

の
細
部
に
わ
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を

打
ち
出
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
以
外
の
分
野
で
も
、
人
口

減
少
対
策
や
少
子
高
齢
化
対
策
、
伊
保

内
高
校
入
学
者
確
保
対
策
、
二
戸
消
防

署
庁
舎
新
築
移
転
工
事
、
オ
ド
デ
館
改

修
工
事
な
ど
、
ま
さ
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
対
処
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
の
公
約
で
あ
る
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な

方
針
を
「
総
合
発
展
計
画
」
と
し
て
整

理
し
、
昨
年
3
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
総
合
発
展

計
画
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
誰
も
が
住

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
九
戸
村
」
の

実
現
を
目
指
し
「
ナ
イ
ン
ズ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
掲
げ
、
そ
の
推
進
に
努
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
本
村
が
先
送
り
し

て
き
た
下
水
道
事
業
等
に
お
け
る
不
適

切
な
会
計
処
理
な
ど
の
難
題
に
つ
い
て

も
、
一
つ
一
つ
粘
り
強
く
解
決
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
中
止
や

延
期
と
な
っ
た
事
業
も
あ
り
ま
す
が
、

新
年
度
に
お
い
て
、
そ
の
巻
き
返
し
に

努
め
な
が
ら
、
村
政
の
発
展
に
尽
く
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
第
1
回
村
議
会
定
例
会
は
3
月
７
日
か
ら
3
月
18
日
ま
で
の
11
日
間
、

議
会
本
会
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
晴
山
裕
康
村
長
は
、
村
づ
く
り
全
般

に
わ
た
る
基
本
的
な
考
え
と
主
な
施
策
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
村
長
の
施
政
方
針
演
述
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

❶
交
流
・
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

・
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
延
期
・

中
止
に
な
っ
た
各
種
行
事
に
つ
い
て

は
、
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
再
開
し
、

村
内
を
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
交
流

発
信
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
中
心
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
村
の
情
報
発

信
を
活
発
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

・
現
在
工
事
中
の
道
の
駅
お
り
つ
め「
産

直
施
設
オ
ド
デ
館
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
向
け
、
集
客
体
制
を
整
え
ま
す
。
ま

た
、
新
た
に
整
備
す
る
展
示
休
憩
棟
に

は
、
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る

な
ど
、
今
ま
で
以
上
に
情
報
発
信
を
強

化
し
ま
す
。

議場での晴山裕康村長

「魅力あるキュート（九戸）
　　　ヴィレッジ九戸村」を創造する

令和 4 年度施政方針

ナ
イ
ン
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

誰
も
が
住
み
続
け
た
い
村
へ
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・
村
単
独
事
業
で
あ
る
基
盤
整
備
事
業

の
補
助
率
を
１
割
引
き
上
げ
、
８
割

補
助
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
者

の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

■ 

林　
業

・
持
続
可
能
な
森
林
資
源
の
保
全
と
活

用
を
目
指
し
、
担
い
手
不
足
に
よ
る

荒
廃
が
進
む
森
林
資
源
の
適
切
管
理

に
向
け
て
の
調
査
と
所
有
者
の
意
向

調
査
を
行
い
、
集
積
計
画
の
作
成
を

進
め
ま
す
。

・
県
の
補
助
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
林

齢
の
下
刈
作
業
に
対
し
、
村
単
独
の

補
助
事
業
を
創
設
し
支
援
し
ま
す
。

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
中
心
に
、
自

伐
型
林
業
の
普
及
を
図
り
ま
す
。
伐

採
さ
れ
る
間
伐
材
等
を
ふ
る
さ
と
の

湯
っ
こ
に
導
入
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
ー
で
の
使
用
を
皮
き
り
に
、

村
内
の
間
伐
材
の
需
要
供
給
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
図
り
、
林
業
関
係
者
の

所
得
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

■ 

商　
業

・
村
商
工
会
が
行
う
専
門
家
に
よ
る
経

営
相
談
や
新
規
開
業
等
の
指
導
助
言

を
強
化
す
る
た
め
、
支
援
を
拡
充
し
て

い
き
ま
す
。

■ 

工　
業

・
村
内
に
は
近
年
高
ま
る
半
導
体
需
要

に
よ
り
、
業
績
好
調
な
既
存
立
地
企
業

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
の
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
な
ど
を
強
化
し
ま
す
。

・
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
や
、リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
業
務
拠
点
の
地
方
移

転
な
ど
、
新
た
な
雇
用
の
場
の
創
出
を

目
指
し
ま
す
。

■ 

特
産
品

・
新
商
品
を
開
発
し
、
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
や
九
戸
村
公
式
通
販
サ
イ
ト

「
き
ゅ
ー
と
便
」
を
使
っ
た
村
の
特
産

品
の
知
名
度
向
上
に
努
め
ま
す
。

効
率
的
に
修
繕
で
き
る
方
法
を
検
討

し
ま
す
。
ま
た
、
若
者
定
住
促
進
住

宅
に
つ
い
て
は
、
入
居
条
件
の
見
直

し
を
含
め
、
定
住
促
進
に
つ
な
が
る

村
営
住
宅
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

・
年
々
増
え
続
け
る
空
き
家
対
策
に
つ

い
て
は
、
所
有
者
の
協
力
が
得
ら
れ

ず
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
で
き
な

い
こ
と
が
多
く
、
そ
の
活
用
が
思
う

よ
う
に
す
す
ま
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
引
き
続
き
粘
り
強
く
取
り
組

み
ま
す
。

・
令
和
3
年
度
に
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
３
カ
所
設
置
し
、
利
便
性

が
増
し
た
と
い
う
声
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
分
別
意

識
の
向
上
と
「
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
３
Ｒ
運
動
の

定
着
を
図
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
生

ご
み
電
動
処
理
機
と
コ
ン
ポ
ス
ト
へ

の
助
成
制
度
を
継
続
し
ま
す
。

・
休
止
状
態
と
な
っ
て
い
る
衣
類
等
の

回
収
の
早
期
再
開
に
向
け
て
、
ご
み

の
減
量
化
に
努
め
ま
す
。

・
美
し
い
自
然
景
観
を
保
全
し
、
快
適

❷
産
業
・
雇
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

■
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業

・
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
、
農
業

生
産
者
に
対
す
る
野
菜
価
格
安
定
補
償

制
度
の
適
用
を
図
っ
た
ほ
か
、
下
落
し

た
米
価
の
経
費
補
て
ん
助
成
、
飲
食
店

の
営
業
継
続
を
支
援
す
る
た
め
の
高
齢

者
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
村
内
の
消
費

喚
起
を
目
的
と
し
た
ク
ー
ポ
ン
券
発
行

事
業
、
生
産
性
向
上
や
新
事
業
に
よ
る

経
営
の
立
て
直
し
を
後
押
し
す
る
産
業

活
性
化
支
援
事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、

国
の
財
源
が
続
く
限
り
新
年
度
も
継
続

し
ま
す
。

■ 

農　
業

・
農
業
の
担
い
手
対
策
と
し
て
、
若
手

生
産
者
の
研
修
や
交
流
の
機
会
を
増
や

し
、
同
世
代
の
生
産
者
が
相
互
に
協
力

し
、
高
め
合
っ
て
い
く
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

・
ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
に
は
、
経
験
豊

富
な
指
導
員
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、

新
規
就
農
だ
け
で
な
く
、
村
内
の
若
手

生
産
者
を
も
育
成
指
導
で
き
る
体
制
を

整
備
し
て
い
き
ま
す
。

❸
住
宅
・
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
子
育
て
世
帯
の
定
住
を
一
層
促
進
す

る
た
め
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
新
築

や
増
改
築
費
用
助
成
額
の
引
き
上
げ
を

行
い
ま
す
。

・
既
存
の
村
営
住
宅
の
中
に
は
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
入
居
者
の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
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❹
子
育
て
・
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
高
校
生
ま
で
の
給
食
費
と
医
療
費
の

無
料
の
ほ
か
、
従
来
の
制
度
を
拡
充
し

た
「
未
来
結
び
祝
い
金
」、「
す
く
す
く

赤
ち
ゃ
ん
祝
い
金
」、「
九
戸
村
こ
ど
も

手
当
」、「
出
産
費
用
助
成
金
」
な
ど
、

継
続
し
て
行
い
ま
す
。

・
中
学
生
だ
け
で
な
く
小
学
生
を
対
象

と
す
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
通
学
支
援
を

継
続
し
て
行
い
ま
す
。

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
、
予
防
接

種
、
健
診
の
通
知
等
の
ほ
か
、
子
育
て

に
関
す
る
情
報
を
提
供
で
き
る
し
く
み

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
本

村
の
充
実
し
た
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、
村
内
外
に
向
け
て
「
子
育
て
を
応

援
す
る
九
戸
村
」
を
強
く
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

・
伊
保
内
高
校
に
関
し
て
は
、
制
服
代

の
全
額
助
成
や
奨
学
金
な
ど
、
魅
力
づ

く
り
を
支
援
し
、
県
外
か
ら
の
留
学
生

❺
保
険
・
福
祉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
感
染
症
対
策
と
し
て
は
、
保
育
園
等

乳
幼
児
施
設
・
学
校
・
公
共
施
設
等
の

感
染
予
防
対
策
を
強
化
し
、
感
染
症
予

防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
推
進
し
ま
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

処
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
医

療
機
関
と
の
連
携
の
下
、
着
実
に
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

・
65
歳
以
上
５
歳
刻
み
の
対
象
者
に
無

料
で
実
施
し
て
い
る
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
継
続
し
、
感
染
症
対

策
に
万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

・
九
戸
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー
の
常
勤
医

の
維
持
と
専
門
医
の
定
期
派
遣
の
拡

充
、
病
床
復
活
等
を
引
き
続
き
粘
り
強

く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
認

知
症
等
の
通
院
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県

立
一
戸
病
院
へ
の
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

・「
ご
近
所
す
け
っ
隊
」
の
活
動
や
地

域
サ
ロ
ン
運
営
の
活
動
拠
点
と
し
て

整
備
し
た
「
ほ
ず
の
い
え
」
に
つ
い
て

は
、
高
齢
者
活
動
を
継
続
し
な
が
ら
子

ど
も
や
学
生
な
ど
世
代
を
超
え
た
交

流
も
取
り
入
れ
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

対
策
は
も
と
よ
り
、
人
材
育
成
の
場
と

し
て
の
活
用
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

・
新
年
度
は
第
1
期
九
戸
村
地
域
福
祉

計
画
の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、

令
和
５
年
度
か
ら
5
年
間
の
第
２
期

計
画
を
策
定
す
る
年
度
に
な
り
ま
す
。

地
域
や
、
社
会
福
祉
協
議
会
、「
ご
近

所
す
け
っ
隊
」
な
ど
多
く
の
声
を
計

画
に
反
映
さ
せ
、
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

・
障
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
支
援
体
制

に
関
し
て
は
、
相
談
業
務
の
委
託
先
と

連
携
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事

業
を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

・
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
を
対
象
に

村
内
循
環
バ
ス
の
料
金
を
無
料
化
し

て
い
ま
す
が
、
商
店
等
が
利
用
し
や

す
く
な
る
よ
う
な
運
行
時
間
の
見
直

し
な
ど
、
利
便
性
向
上
に
向
け
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

❻
安
全
・
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
防
災
情
報
伝
達
方
法
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
運
用
を
開
始
し
た
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
防
災
情
報
一
斉
送

信
シ
ス
テ
ム
の
利
用
者
拡
大
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

・
地
域
の
安
全
・
安
心
な
防
災
体
制
の

整
備
に
当
た
っ
て
は
、
自
主
防
災
組
織

の
立
ち
上
げ
に
対
す
る
支
援
や
、
村

補
助
金
制
度
の
活
用
に
よ
り
地
域
防

災
の
担
い
手
と
な
る
防
災
士
の
養
成

に
努
め
ま
す
。

・
消
防
団
の
機
能
を
維
持
し
て
い
く
た

め
の
団
員
の
処
遇
改
善
や
体
制
の
あ

り
方
に
つ
い
て
村
消
防
団
と
協
議
し
、

防
災
力
の
充
実
・
強
化
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。　

・
交
関
係
機
関
等
と
協
力
し
な
が
ら
交

通
安
全
対
策
を
講
じ
、
交
通
死
亡
事
故

及
び
重
傷
事
故
ゼ
ロ
と
、
飲
酒
運
転
根

絶
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
。
防
犯
対
策
に
つ
い
て
も

「
安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り
」
に
一
層

努
め
ま
す
。

令和 4 年度施政方針

の
受
け
入
れ
環
境
の
充
実
を
図
る
な

ど
、
引
き
続
き
本
村
唯
一
の
高
校
の

存
続
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

な
街
並
み
空
間
を
整
備
す
る
「
パ
ー

ク
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」
の
策
定
に
向
け

た
準
備
に
着
手
し
ま
す
。
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❼
生
活
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
村
道
整
備
は
、
改
良
舗
装
工
事
５
路

線
、
舗
装
修
繕
工
事
１
路
線
、
法
面
工

事
３
路
線
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
橋
梁

は
補
修
工
事
10
橋
の
ほ
か
、
八
戸
自
動

車
道
に
か
か
る
跨
道
橋
８
橋
の
定
期
点

検
と
村
内
全
82
橋
の
長
寿
命
化
計
画
の

策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
村
道
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
定
期

的
な
巡
回
と
早
期
の
対
応
を
実
施
し
、

構
造
物
の
補
修
工
事
と
舗
装
の
段
差
補

修
工
事
を
緊
急
性
・
安
全
性
を
考
慮
し

な
が
ら
順
次
進
め
て
て
い
き
ま
す
。

・
生
活
に
密
着
し
た
集
落
内
の
生
活
基

盤
整
備
を
支
援
し
、
村
民
協
働
に
よ
る

維
持
管
理
も
継
続
的
に
実
施
し
ま
す
。

・
県
事
業
の
国
道
３
４
０
号
長
興
寺
上

地
区
の
歩
道
設
置
工
事
は
、
新
年
度
に

詳
細
設
計
に
よ
る
地
域
説
明
会
が
開
か

れ
る
予
定
で
す
。
他
の
歩
道
未
設
置
区

間
も
早
期
事
業
採
択
へ
、引
き
続
き
国
・

県
へ
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

・
農
業
集
落
排
水
事
業
と
下
水
道
事
業

に
係
る
経
営
状
況
の
可
視
化
を
推
進
す

る
た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
公
営
企

業
会
計
へ
の
移
行
に
向
け
た
取
り
組
み

を
継
続
し
て
進
め
ま
す
。

・
農
業
集
落
排
水
施
設
に
つ
い
て
、
補

助
事
業
を
活
用
し
た
施
設
設
備
等
の
修

繕
及
び
更
新
を
実
施
し
ま
す
。

・
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
策
定
を
進

め
、
施
設
設
備
等
の
修
繕
及
び
更
新
を

見
据
え
た
下
水
道
施
設
の
健
全
度
評
価

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

・
下
水
道
処
理
区
域
外
に
お
い
て
は
、

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
者
に
対
す
る

国
・
県
補
助
に
、
村
単
独
費
に
よ
る
か

さ
上
げ
補
助
を
継
続
し
、
生
活
向
上
を

支
援
し
ま
す
。

・
上
水
道
事
業
変
更
認
可
に
着
手
し
、

効
率
的
か
つ
健
全
な
水
道
事
業
の
運
営

に
努
め
ま
す
。
将
来
に
わ
た
り
安
全
で

良
質
な
水
を
持
続
的
に
供
給
す
る
た
め

「
九
戸
村
上
水
道
事
業
経
営
戦
略
」
に

基
づ
き
、
施
設
設
備
等
を
計
画
的
に
修

繕
・
更
新
し
て
い
き
ま
す

・
水
道
未
普
及
地
域
対
策
に
つ
い
て
は
、

補
助
金
制
度
の
周
知
を
図
り
、
飲
料
水

確
保
に
鋭
意
努
め
て
い
き
ま
す
。

❽
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
令
和
3
年
度
に
創
設
し
、
令
和
5
年

度
ま
で
の
5
年
間
で
総
額
1
億
円
を
交

付
す
る
「
地
域
振
興
交
付
金
」
に
よ
り
、

地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
に
向

け
た
各
行
政
区
の
自
主
的
な
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

・
地
域
振
興
交
付
金
の
活
用
事
例
の
提

供
や
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
充
実
に

よ
り
、
時
代
に
合
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
発
展
に
向
け
、支
援
を
行
い
ま
す
。

・
自
治
会
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

支
え
る
人
材
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
域
振
興
基
金
等
に
よ
る
経
費

面
で
の
支
援
を
「
ご
近
所
す
け
っ
隊
」

や
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
等
に
よ
る
人
的
支

援
を
両
輪
に
、
村
民
と
の
協
働
に
よ
る

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

❾
住
民
協
働
・
行
政
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
限
ら
れ
た
職
員
数
で
拡
大
・
複
雑
化

す
る
行
政
事
務
を
的
確
か
つ
合
理
的

に
行
う
た
め
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
新
年
度

は
総
務
省
の
事
業
を
活
用
し
、
大
手

Ｉ
Ｔ
企
業
の
社
員
を
出
向
し
て
も
ら

う
よ
う
調
整
中
で
す
。
ま
た
、
県
と

の
職
員
人
事
交
流
に
お
い
て
も
、
Ｉ

Ｔ
経
験
豊
富
な
職
員
の
派
遣
を
受
け
、

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
化
、

役
場
内
業
務
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

・
自
主
財
源
の
確
保
と
あ
わ
せ
て
、
納

税
し
や
す
い
環
境
整
備
を
行
う
た
め
、

新
年
度
か
ら
曜
日
や
時
間
帯
を
問
わ

ず
納
付
が
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
の
納
付
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
決
済
で
の
収
納
を
行
い
ま
す
。
納

付
機
会
の
拡
大
に
よ
り
、
収
納
率
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

・
村
民
と
の
協
働
を
進
め
る
た
め
に
開

い
て
い
る
「
ナ
イ
ン
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
令
和
3
年
度
の
開
催
は
７
回
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。
令
和
4
年
度
は
、
そ

の
巻
き
返
し
を
図
る
べ
く
、
村
民
の

み
な
さ
ん
と
の
充
実
し
た
対
話
を
心

が
け
ま
す
。
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１ 

教
育
環
境
の
充
実

・
4
月
か
ら
長
興
寺
小
は
完
全
復
式
3

学
級
の
小
学
校
へ
、
令
和
5
年
度
か
ら

九
戸
中
学
校
は
1
学
級
減
の
5
学
級
の

中
学
校
へ
、
令
和
7
年
度
に
は
伊
保
内

小
学
校
が
90
人
を
下
回
り
専
任
の
教
務

主
任
配
置
が
な
く
な
る
と
い
っ
た
こ
と

を
ふ
ま
え
、
現
状
の
改
善
に
向
け
て
手

立
て
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
。

・
少
子
化
の
中
に
あ
っ
て
も
「
持
続
可

能
で
良
質
な
教
育
環
境
」
を
提
供
し
て

い
く
た
め
の
体
制
を
早
期
に
整
備
す

る
。
学
校
統
合
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
公
表
し
、
す
み
や
か
に
具
体

的
な
方
向
性
を
議
論
し
ま
す
。

２ 

伊
保
内
高
校
の
支
援

・
地
元
か
ら
の
志
願
者
を
確
保
す
る
た

め
に
学
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
強
化

す
る
。
夏
休
み
と
冬
休
み
中
に
九
戸
中

を
対
象
に
行
っ
て
い
る
民
間
の
教
育
機

関
に
よ
る
課
外
授
業
を
、
伊
保
内
高

校
で
も
継
続
し
た
形
で
行
い
ま
す
。

・
小
学
校
６
学
年
を
対
象
と
し
た
中
学

校
入
学
準
備
の
た
め
の
講
座
を
開
設

し
、
小
・
中
・
高
の
一
貫
し
た
学
力

向
上
体
制
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

・
部
活
動
に
つ
い
て
、
中
学
生
の
希
望

に
沿
え
る
よ
う
伊
保
内
高
校
に
働
き

か
け
ま
す
。

３ 

教
員
の
資
質
能
力
の
向
上

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
推
進
強
化
の

た
め
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
研
修
の
充
実
を
図
り
、
校

長
会
と
の
連
携
を
深
め
、
教
員
の
資

質
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
伝
統
文
化
等

を
取
り
入
れ
た
、
地
域
総
ぐ
る
み
で
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
「
九
戸
村
学
校
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
よ
る

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
に
向
け

て
、
学
校
経
営
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

４ 

学
力
向
上
と
豊
か
な
心
を
育
む
教

育
の
推
進

・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
教
育
に

参
画
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

が
村
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
に
設
置
さ

れ
る
。
生
涯
に
わ
た
り
学
び
続
け
る
視

点
を
大
切
に
、
各
地
域
、
各
家
庭
と
連

携
し
て
事
業
を
進
め
ま
す
。

・「
寺
子
屋
学
習
会
」
等
を
実
施
し
、

学
習
意
欲
の
向
上
に
努
め
る
。
ま
た
、

過
小
規
模
校
の
学
習
上
の
デ
メ
リ
ッ
ト

を
解
消
す
る
た
め
に
、
村
内
す
べ
て
の

児
童
が
学
年
ご
と
に
集
ま
り
学
ぶ
「
ナ

イ
ン
ズ
プ
ラ
ン
」の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

・
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
「
九
戸
村
い

じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
よ
り
、
早
期

発
見
・
早
期
解
決
に
取
り
組
み
、
重
大

事
態
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
よ
う

教育行政施政方針演述
令和４年度

 

村
議
会
定
例
会
で
、
岩
渕
信
義
教
育

長
が
令
和
４
年
度
の
教
育
行
政
推
進
の

基
本
的
な
考
え
と
施
策
の
大
要
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
の
で
お
伝
え
し
ま
す
。

　▲教職員による研修の様子
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関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
撲
滅

を
目
指
し
ま
す
。

・
特
別
支
援
教
育
の
充
実
と
し
て
、
障

が
い
の
有
無
に
よ
ら
ず
、
学
習
や
生
活

に
困
難
さ
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
個
々

の
事
情
に
応
じ
て
幼
保
小
中
が
連
携
し

て
情
報
交
換
し
、
小
中
学
校
に
特
別
支

援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
て
そ
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

・
過
小
規
模
校
で
学
ぶ
児
童
に
必
要
と

い
わ
れ
て
い
る
「
向
上
心
」
や
「
自
己

肯
定
感
」、「
積
極
性
」、「
対
人
関
係
能

力
」
を
高
め
る
た
め
に
有
効
な
あ
ら
ゆ

る
手
立
て
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

５ 

次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成

・
食
育
に
お
い
て
、「
九
戸
の
う
ま
味

た
っ
ぷ
り
給
食
の
日
」
や
「
オ
ブ
チ
キ

給
食
の
日
」
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ

る
地
元
産
食
材
の
活
用
向
上
と
、
本
村

の
産
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
す
。

・
小
学
生
土
曜
学
習
「
九
曜
塾
」
は
、

従
来
か
ら
の
地
元
講
師
に
よ
る
郷
土
理

解
学
習
に
加
え
、
外
部
人
材
に
よ
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
ロ

ボ
ッ
ト
製
作
な
ど
を
取
り
入
れ
る
な
ど

体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
地

域
と
学
校
が
連
携
・
協
働
し
、「
地
域

学
校
協
働
活
動
」
と
と
も
に
、
地
域
全

体
で
拡
充
を
図
り
ま
す
。

６ 

社
会
教
育
と
生
涯
学
習
の
充
実

・
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
学
び
処

な
い
ん
ず
カ
フ
ェ
」
に
つ
い
て
、
多
彩

な
分
野
の
講
座
を
開
設
す
る
こ
と
で

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

・
生
後
４
か
月
児
に
お
勧
め
図
書
を
贈

呈
す
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
、
読
み

聞
か
せ
会
、読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
、

村
民
読
書
の
日
の
開
催
、
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
図
書
配
架
や
宅
配
図
書
等
、
読

書
環
境
の
整
備
を
継
続
し
ま
す
。

７ 

文
化
芸
術
の
振
興

・
天
然
記
念
物
指
定
を
し
た
「
雨
堤
み

の
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
繁
殖
地
」
に
つ
い

て
保
護
・
保
存
に
努
め
ま
す
。

・「
九
戸
の
山
伏
神
楽
祭
典
」に
つ
い
て
、

保
存
と
継
承
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に

感
染
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
開
催
復
活

に
努
め
ま
す
。

・
県
指
定
「
黒
山
の
昔
穴
遺
跡
」
に
つ

い
て
、
調
査
成
果
で
あ
る
総
括
報
告
書

を
、
国
指
定
史
跡
に
向
け
て
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
説
明
会
な

ど
で
活
用
し
ま
す
。

・「
九
戸
村
史
」
の
続
編
に
つ
い
て
、

土
台
と
な
る
資
料
編
の
発
刊
を
目
指

し
、
資
料
の
収
集
に
努
め
ま
す
。

・
村
に
あ
る
神
楽
な
ど
の
伝
統
芸
能
や

催
し
、
風
景
な
ど
の
記
録
物
を
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
す
る
ア
ー
カ
イ

ブ
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

８ 
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

・
各
種
大
会
の
開
催
継
続
を
支
援
し
な

が
ら
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
設
の
計

画
的
な
整
備
等
に
努
め
、
体
育
施
設
の

利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

・
児
童
生
徒
の
適
性
や
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
進
め
ま
す
。

・
村
全
般
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

新
し
い
体
制
の
構
築
に
向
け
て
村
内
関

係
者
と
協
議
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
機
会
を
確
保
し
ま
す
。

９ 

国
際
交
流
事
業

・
村
国
際
交
流
協
会
と
連
携
し
、
岩
手

県
国
際
交
流
協
会
の
協
力
も
得
な
が

ら
、
当
村
に
お
け
る
国
際
理
解
の
啓
発

と
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

・
海
外
へ
の
現
地
派
遣
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

新
た
な
国
際
交
流
活
動
の
可
能
性
を
探

り
ま
す
。

　▲小学生土曜学習「九曜塾」の様子

　▲スポーツ指導者の確保が課題となる
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令　和
４年度 当初予算

50 億 3,703 万円

一般会計当初予算額

　令和 4 年度の一般会計当初予算は、昨年度当
初予算を 3 億 9,276 円（7.2％）下回る、50 億 3,703
万円となりました。また、一般会計に特別会計
や水道事業会計を加えた総予算は 61 億 9,166 万
円で、昨年度より 2 億 6,990 万円（4.2％）減少
しました。

一般会計

●予算額 ……………… 923,378円
　　　　　　　　　　　　（前年度972,732円）
●借金（村債）残高 ……1,022,768円
　　　　　　　　　　　　（前年度946,839円）

※数値は一般会計。人口は 5,455 人（令和 4 年
２月末現在住民基本台帳人口）、村債は令和 4
年度末残高見込みで計算。

村民一人当たりに換算

　一般会計予算の歳入では、地方交付税が
23億5,683万円で全体の46.8％（昨年度比7.9
㌽増）を占めてトップ。次いで村債、村税、
国庫支出金と続きます。
　自主財源は、昨年度を１億 9,354 万円

（17.3％）上回る９億 2,231 万円。村税は 5,419
万円（13.3％）増となりました。依存財源は、
前年度より 1 億 9,922 万円減少しました。

歳　出

前年度と比べ 7％減少

交付税が全体の 47％歳　入

総務費 ㉔％でトップ

歳入総額
50億

3,703万円

地方交付税
23億5,683万円
（46.8％）

諸収入
7,958万円（1.6％）

使用料及び
手数料
7,042万円
（1.4％）

村税
４億6,042万円
（9.1％）

その他
３億1,189万円
（6.2％）

村債
7億9,377万円
（15.8％）

国庫支出金
3億9,907万円
（7.9％）

県支出金
3億5,499万円
（7.0％）

地方消費税交付金
1 億 3,821 万 円
（2.7％）

地方譲与税
5,911万円（1.2％）

その他
1,274万円（0.3％）

自主財源
18.3％

依存財源
81.7％

人件費
8億3,725万円
（16.6％）

公債費
5億2,501万円
（10.4％）

扶助費
4億3,318万円
（8.6％）

義務的経費

35.6％

投資的経費
24.0％

そ
の
他
の
経
費

40
.4％

投資的経費
12億953万円
（24.0％）

物件費
9億2,745万円
（18.4％）

補助費
6億3,393万円
（12.6％）

繰出金
４億3,662万円
（8.7％）

その他
3,406万円
（0.7％）

歳出総額
50億

3,703万円

性質別歳出

　歳出を性質別に見ると、人件費や公債
費、扶助費を合わせた義務的経費が前年度
より 1.4％増の 17 億 9,544 万円。これにそ
の他の経費を加えた一般行政経費は 38 億
2,923 万円となり、前年度より 4.0％増加し
ました。投資的経費は前年度より5億3,765
万円少ない、12 億 953 万円となりました。
　目的別では、総務費（住民サービスや
一般事務経費）が 12 億 1,328 万円となり、
全体の 24.1％でトップ。次いで、土木費（道
路や住宅、公共施設の整備などの経費）が
10 億 3,201 万円（全体の 20.5％）、民生費（福
祉対策や保育園などの経費）が 8 億 7,852
万円（全体の 17.4％）などとなっています。

※端数処理をしているため、合計額と一致しない場合があります。

歳　入
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会　計　名 令和4年度 令和3年度 伸び率

一 　 般 　 会 　 計 50億3,703万円 54億2,979万円 7.2%↘
　

特
　

別
　

会
　

計
　

国 民 健 康 保 険 6億4,740万円 6億1,379万円 5.5%↗

後期高齢者医療 7,288万円 6,672万円 9.2%↗

農業集落排水事業 9,690万円 3,768万円 157.1%↗

下 水 道 事 業 1億5,942万円 1億3,691万円 16.4%↗

索 道 事 業 1,478万円 1,622万円 8.9%↘

戸 田 財 産 区 707万円 788万円 10.3%↘

伊 保 内 財 産 区 1,060万円 689万円 53.7%↗

江 刺 家 財 産 区 463万円 465万円 0.5%↘

水 　 道 　 事 　 業 1億4,095万円 1億4,098万円 0.0%

合 　 　 計 61億9,166万円 64億6,155万円 4.2%↘

一般会計予算の推移
※28年度、令和２年度は骨格予算

●収益的収入・支出
（１年間の損益取引）
　・収入…1億4,095万円
　・支出…1億4,095万円

●資本的収入・支出
（投下資本の増減に関する取引）
　・収入…1,575万円
　・支出…9,559万円

※収入不足の7,984万円は過年度分損
益勘定留保資金等で補てんされます。

水道事業会計予算の内訳

‐ 歳 入 ‐
⚫ 地方交付税 … 財政力に応じて国から配分されるお金。
⚫ 村 債 … 村が国などから借りるお金。
⚫ 自 主 財 源 … 村が自主的に収入することができるお金。
⚫ 依 存 財 源 … 国や県から定められた額を交付される財源。
‐ 歳 出 ‐
⚫ 公 債 費 … 村債（借金）の返済に充てるお金。
⚫ 扶 助 費 … 生活保護法、児童福祉法、老人福祉法、身体障害

者福祉法などの法令に基づいて支出する経費。
⚫ 物 件 費 … 委託料、使用料、旅費、役務費など。
⚫ 義務的経費 … 村の機能を維持していくために必ず支払わなけれ

ばならない経費。（人件費・扶助費など）
⚫ 投資的経費 … 施設が将来に残るものに対する経費。（道路建設

など）

用 語 解 説

主な投資的予算【一般会計】

事業名 事業内容 予算額
（万円）

村道新設改良事業 村道戸田石沢線改良舗装工事など 37,446

橋梁長寿命化修繕事業 江刺家橋長寿命化補修工事など 20,089

公営住宅整備事業 住環境整備のための公営住宅建設 11,457

産直施設整備事業 オドデ館集荷場建屋、駐車場整備に伴
う工事、商品棚等の備品購入 6,481

除雪機整備事業 ロータリー除雪機及び小型除雪機等
の購入 6,354

集落生活基盤環境整備事業
従来から地域や複数の受益者で維持
管理している道路や水路の生活基盤
施設等の整備

5,000

学校施設管理事業 戸田小学校屋根改修工事 4,958

介護施設等整備事業 小規模多機能型居宅介護事業所整備
に対する補助 4,335

農業生産基盤整備事業 農道戸田五郎沢線改良舗装工事 3,640

屈折はしご車購入事業 二戸消防本部配備屈折はしご車購入
に伴う負担金 1,993

各会計別の予算と伸び率

歳出総額
50億

3,703万円

総務費
12億1,328万円
（24.1％）

土木費
10億3,201万円
（20.5％）

民生費
8億7,852万円
（17.4％）

公債費
5億2,501万円
（10.4％）

教育費
4億551万円
（8.1％）

農林水産業費
２億6,721万円
（5.3％）

消防費
２億6,664万円
（5.3％）

衛生費
１億8,731万円
（3.7％） 商工費

2億267万円
（4.0％）

予備費
500万円
（0.1％）

議会費
5,387万円（1.1％）

目的別歳出

R4

3

26

27

28

H30

29

元

2

25

10 億 20 億 60 億50 億40 億30 億0

33 億 9,860 円

35 億 9,005 円

38 億 6,820 円

38 億 1,960 円

43 億 9,860 円

36 億 4,630 円

40 億 1,191 円

39 億 3,268 円

54 億 2,979 円

50 億 3,703 円

（円）

収
益
的

●令和 4 年度に重点的に取り組む投資的事業の一部を紹介します。
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子育て支援特集・第 2 弾

保育料無償化
（副食費） 給食費無料化 医療費助成 予防接種補助

（任意分）
通学助成

（村外高校）
伊保内高校
制服補助 年代別合計

100,000
180,000 29,206 5,000 482,506
360,000 29,206 5,000 418,206
360,000 29,206 5,000 418,206
54,000 29,206 9,000 116,206
54,000 29,206 5,000 112,206
54,000 29,206 112,206

47,545 28,215 116,760
47,545 28,215 116,760
47,545 28,215 116,760
47,545 28,215 116,760
47,545 28,215 116,760
47,545 28,215 116,760
59,408 19,534 2,500 129,442
59,408 19,534 2,500 129,442
59,408 19,534 2,500 129,442
35,760 25,302 2,500 30,332 85,000 ※ 92,895
35,760 25,302 2,500 30,332 ※ 92,895
35,760 25,302 2,500 30,332 ※ 92,895

1,062,000 570,774 479,034 79,000 90,996 85,000

3 歳未満は国基
準（5 階層区分）
3 歳以上費は副
食費。0 歳児は
6 ヵ月分として

算出

一食の食料費
ベースで算出

R2 年度実績をも
とに世代別平均
額を算出。各年
齢に振り分け

インフル 1 回
2,500 円

おたふく 1 回
4,000 円

R3 年度実績より
利用者平均額

（村在住で伊保
内高校バス利用
者はありません

でした）　

男女平均額 ※進学先別に補
助金額が変わる
ため、高校 3 年
間の学校補助
金平均額で算

出（1 年あたり
29,333 円）

村独自の子育て支援施策

3,127,107 円平均支援総額

　村では下の表にある支援制度で子育てを支援しています。世代別では、新婚世帯に対しする未来結び
祝金 10 万円からはじまり、小学校入学前でおよそ 166 万円、小学生でおよそ 70 万円、中学生で 39 万円、
高校生で 28 万円となり、子どもが成人するまでの間でおよそ 313 万円になります。
　施策別では、保育料無償化でおよそ 106 万円、給食費無料化でおよそ 57 万円、村独自の子ども手当て
でおよそ 50 万円など、子育て世代に手厚い支援制度を設けています。

（1 人あたり　　　　　　
　　年額：円）

▲今年度からデザインが一新
される伊保内高校の制服

▲新校舎で学びやすい環境を
整備した伊保内高校
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世　代 未来結び祝金 すくすく赤
ちゃん祝金 出産費用助成 妊産婦健康診

査等通院助成
健診関係
無料化 子ども手当

結　婚 100,000

保育園等

0 歳児 100,000 76,000 20,600 47,700 24,000
1 歳児 24,000
2 歳児 24,000
3 歳児 24,000
4 歳児 24,000
5 歳児 24,000

小学校

1 年 36,000
2 年 36,000
3 年 36,000
4 年 36,000
5 年 36,000
6 年 36,000

中学校
1 年 48,000
2 年 48,000
3 年 48,000

高校
1 年
2 年
3 年

合計額 100,000 100,000 76,000 20,600 47,700 504,000

備考

R3 年度助成
実績平均値

R3 年度助成
実績平均値

新生児聴覚検
査 18,800 円
乳児健診月齢
健診 28,900

円

【月額】
就学前

2,000 円
小学生

3,000 円
中学生

4,000 円

村独自の子育て支援施策

▲乳児健診で子育て世代をサポート ▲教育委員会かけっこ教室の様子

▲給食での食育指導を行う栄養教諭 ▲保育園運動会の様子

村の子育て支援制度
　前回は子育て支援制度の概要についてにお知らせしました。今回は九戸村で子育て
をすると、どのくらいの支援をうけることができるのか過去の実績をもとに計算して
みました。下の表は過去の実績をもとに平均値を算出したデータです。

※生まれた月によって変動はあります
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3
月
24
日
、
伊
保
内
で
建
設
中
の
二

戸
消
防
署
九
戸
分
署
庁
舎
の
完
成
に

伴
う
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
戸

地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
管
理
者
の

藤
原
淳
二
戸
市
長
を
は
じ
め
、
晴
山

裕
康
村
長
、
九
戸
村
議
会
、
村
消
防
団
、

建
設
に
携
わ
っ
た
関
係
者
な
ど
が
参

列
し
ま
し
た
。
式
辞
で
晴
山
村
長
は

「
防
災
倉
庫
を
併
設
し
た
近
代
的
設
備

が
備
わ
っ
た
新
庁
舎
は
、
立
地
も
含
め

て
地
域
で
の
活
動
拠
点
に
な
る
。
よ
り

一
層
、
活
動
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
話

し
、
祝
辞
と
し
て
櫻
庭
豊
太
郎
議
長
が

「
村
で
も
こ
れ
を
契
機
に
防
災
意
識
を

高
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
式
典
で
は
、
建
設
に
携
わ
っ
た

４
社
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

二戸消防署 九戸分署庁舎落成式
防火・救急・災害活動の拠点が完成

KUNOHE'S SPESIAL TOPICS　 

１

3

2

4

5

678

9

10

1_ 完成した二戸消防署九戸分署庁舎　2-3_事務室では最新のシステムが
導入され、緊急出動に 24 時間備えている　4_今までになかった救急消毒室
を完備　5_自動のホース乾燥塔　6_ 九戸村防災倉庫が併設された　7_研修
室は災害時の対策本部としても利用が可能　８_屋上バルコニーは訓練施設に
なっている　9_式辞を述べる晴山村長　10_ 落成式テープカットの様子　
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令
和
4
年
度 

村
職
員
の
人
事
異
動

KUNOHE'S　TOPICS　 

　
村
職
員
の
人
事
異
動
が
4
月
1
日
付
で

発
令
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。（
カ
ッ
コ
内
は
異
動
前
の
職
名
）

【
課
長
級
】▽
総
務
課
長（
保
健
福
祉
課
長
）

杉
村
幸
久　
▽
Ｉ
Ｊ
Ｕ
戦
略
室
主
幹
兼
同

室
移
住
定
住
担
当
課
長
兼
同
室
定
住
環
境

係
長
（
Ｉ
Ｊ
Ｕ
戦
略
室
移
住
定
住
担
当
課

長
）
川
原
憲
彦　
▽
会
計
管
理
者
兼
税
務

住
民
課
長
（
総
務
課
長
）
大
向
一
司　
▽

保
健
福
祉
課
長
兼
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
Ｉ
Ｊ

Ｕ
戦
略
室
子
育
て
支
援
担
当
課
長
（
保
健

福
祉
課
長
補
佐
）
浅
水
渉　
▽
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
所
長
（
保
健
福
祉
課
付
）
橋
本

幸
子

【
課
長
補
佐
級
】
▽
保
健
福
祉
課
長
補
佐
兼

Ｉ
Ｊ
Ｕ
戦
略
室
子
育
て
支
援
係
長
兼
保
健

福
祉
課
保
健
衛
生
係
長
（
議
会
事
務
局
長

補
佐
）
野
辺
地
利
之

【
係
長
級
】
▽
税
務
住
民
課
国
保
住
民
係
長

（
保
健
福
祉
課
保
健
衛
生
係
長
）
下
高
山
朋

徳　
▽
産
業
振
興
課
林
業
振
興
係
長
兼
Ｉ

Ｊ
Ｕ
戦
略
室
林
業
振
興
係
長
（
総
務
課
付

主
任
兼
二
戸
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

岩
渕
信
毅

【
主
任
級
】
▽
総
務
課
付
主
任
二
戸
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
勤
務
（
税
務
住
民
課
主
任
）

向
井
祐
貴　
▽
総
務
課
主
任
・
Ｉ
Ｊ
Ｕ
戦

略
室
主
任
（
総
務
課
主
事
）
伊
藤
通
仁　

▽
総
務
課
主
任
（
教
育
委
員
会
事
務
局
主

任
）
蒲
田
諒
介　
▽
Ｉ
Ｊ
Ｕ
戦
略
室
主
任

（
二
戸
地
区
地
域
セ
ン
タ
ー
主
事
）
白
石
薫

史　
▽
税
務
住
民
課
主
任
（
産
業
振
興
課

主
任
）
細
川
猛　
▽
税
務
住
民
課
主
任
（
同

主
事
）
櫻
庭
和
輝　
▽
税
務
住
民
課
主
任

（
同
主
事
）
大
澤
洋
介　
▽
保
健
福
祉
課
主

任
（
同
主
事
）
関
本
歩
美　
▽
産
業
振
興

課
主
任
（
同
主
事
）
南
公
太　
▽
教
育
委

員
会
事
務
局
主
任
（
地
域
整
備
課
主
事
）

桂
川
雄
平　
▽
伊
保
内
保
育
園
主
任
保
育

士
（
戸
田
保
育
園
主
任
保
育
士
）
小
野
寺

愛　
▽
ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も
園
主
任
保
育

士
兼
主
任
教
諭
（
伊
保
内
保
育
園
主
任
保

育
士
）
櫻
場
祐
子　
▽
議
会
事
務
局
書
記

（
教
育
委
員
会
事
務
局
主
任
）
山
本
猛
輝

【
主
事
級
】
▽
Ｉ
Ｊ
Ｕ
戦
略
室
主
事
（
教
育

委
員
会
事
務
局
主
事
）
長
畑
奈
々
花　
▽

地
域
整
備
課
主
事
（
産
業
振
興
課
主
事
）

柳
下
嵩

【
新
規
採
用
】
▽
保
健
福
祉
課
主
事 

岩
渕

杏
蒔　
▽
産
業
振
興
課
主
事 

佐
々
木
雄
太

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
主
事 

外
久
保
貴
之

【
出
向
職
員
】 

▽
保
健
福
祉
課
管
理
栄
養
士

（
一
般
財
団
法
人
九
戸
教
育
施
設
運
営
会
職

員
）
西
舘
留
美

【
会
計
年
度
任
用
職
員
（
役
職
付
）】
▽
総

務
課
行
政
推
進
監 

坂
下
守
男 

▽
産
業
振

興
課
農
政
推
進
監
兼
Ｉ
Ｊ
Ｕ
戦
略
室
担
い

手
育
成
推
進
監 

西
野
誠 

▽
伊
保
内
保
育

園
園
長 

古
舘
英
一 

▽
教
育
委
員
会
事
務

局
文
化
財
管
理
監
兼
生
涯
学
習
係
長 

大
畑

英
明

【
退
職
】
大
向
一
司
（
総
務
課
長
）
鳥
谷
部

真
利
子
（
税
務
住
民
課
長
補
佐
兼
国
保
住

民
係
長
）
瀬
川
友
樹
（
総
務
課
主
事
）

更
新
時
期
を
迎
え

第
１
分
団
に
新
ポ
ン
プ
車
が
配
備

　

3
月
25
日
、
九
戸
村
第
１
分
団
の
ポ
ン

プ
車
が
20
年
の
更
新
時
期
を
迎
え
、
新
た

な
車
両
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
村
役
場
駐

車
場
で
は
関
係
者
が
集
ま
り
、
配
置
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。村
消
防
団
を
代
表
し
て
、

尾
友
勇
一
団
長
が
晴
山
村
長
か
ら
配
置
証

を
受
け
と
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
屯
所
前

で
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
操
作
方
法
な

ど
の
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新しいポンプ車の前で整列する尾友団　
長㊧と1分団団員　
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電
力
の
地
産
地
消
を
目
指
し
て

二
酸
化
炭
素
フ
リ
ー
電
力
連
携
協
定

　

３
月
24
日
、
村
長
室
で
村

デ
ジ
タ
ル
化
へ
向
け
た
連
携

協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
晴
山
裕
康
村
長
と
株

式
会
社
ネ
ク
ス
ト
の
滝
浦
輝

雄
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ

と
で
村
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
た
め
の
連
携
協
定
を

3
月
4
日
、
産
業
廃
棄
物
の

焼
却
熱
か
ら
発
電
さ
れ
る
電
力

の
地
元
活
用
を
目
指
し
、
江
刺

家
の
産
業
廃
棄
物
処
理
業
い
わ

て
県
北
ク
リ
ー
ン
（
生
藤
勇
社

長
）
と
電
力
を
購
売
す
る
タ
ク

マ
エ
ナ
ジ
ー
（
西
村
賢
一
社

長
）
と
二
酸
化
炭
素
フ
リ
ー
電

力
普
及
な
ど
に
関
連
す
る
連

携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
晴

山
村
長
は
「
電
力
の
地
産
地

消
を
図
り
、
村
民
の
意
識
向

上
に
繋
げ
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。
4
月
か
ら
村
役
場
な

ど
に
30
万
ｋ
W
を
供
給
す
る

予
定
で
す
。

結
び
ま
し
た
。
晴
山
村
長
は

「
役
場
業
務
を
デ
ジ
タ
ル
化

で
簡
素
化
し
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
向
上
さ
せ
た
い
」
と
話

し
、
滝
浦
社
長
は
「
九
戸
村

が
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
先
が
け

と
な
る
取
り
組
み
を
し
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話

し
ま
し
た
。

連
携
協
定
し
た
晴
山
村
長
と
ネ
ク

ス
ト
株
式
会
社
滝
浦
社
長
㊧

調
印
式
を
済
ま
せ
た
晴
山
村
長
と
西

村
賢
一
社
長
㊥
、
生
藤
勇
社
長
㊧

KUNOHE'S　TOPICS　 

震
災
を
食
べ
て
応
援

村
小
学
校
で
「
復
興
給
食
」

　

３
月
11
日
、
村
内
小
学
校

で
「
復
興
給
食
」
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
村
給
食
セ
ン
タ
ー
栄
養

教
諭
・
在
家
香
織
先
生
が
企
画

し
た
も
の
で
、
山
田
町
の
鮭
フ

レ
ー
ク
や
三
陸
産
海
藻
な
ど
、

岩
手
沿
岸
の
食
材
が
ふ
ん
だ
ん

に
使
わ
れ
た
給
食
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
等
で
話
題

の
宮
古
市
共
和
水
産
の
「
ぜ
い

た
く
タ
ラ
フ
ラ
イ
」
も
全
国
で

初
め
て
学
校
給
食
に
登
場
し
ま

し
た
。

　

伊
保
内
小
学
校
5
年
生
の
給

食
の
時
間
で
は
、
共
和
水
産
代

表
取
締
役
専
務
で
「
イ
カ
王

子
」
こ
と
鈴
木
良
太
さ
ん
が
訪

れ
、「
タ
ラ
は
宮
古
市
が
日
本

一
。
日
本
一
の
食
材
が
た
く
さ

ん
食
べ
ら
れ
る
岩
手
県
は
す
ご

い
」
と
地
域
食
材
の
魅
力
を
話

し
ま
し
た
。
企
画
し
た
在
家
先

生
は
、「
沿
岸
に
い
け
な
く
て

も
、
食
べ
る
と
い
う
体
験
を
通

じ
て
三
陸
を
応
援
で
き
る
」
と

児
童
に
話
し
ま
し
た
。

村
の
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
を
推
進

盛
岡
企
業
と
Ｄ
Ｘ
推
進
連
携
協
定
調
印
式

㊤復興給食。ようかんは震災時非
常食として食べられた　㊦岩手の
食材について話すイカ王子
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今月のご長寿のお祝い

保大木　タキ さん祝 100 歳
大正 11 年 3 月 2 日生まれ

折爪荘でご家族、職員と一緒にお祝いをしました。
担当職員が今までの感謝をこめた手紙をタキさんの
耳元で読むと、涙を流されました。このたびは、お
めでとうございます。

小井田　ツル さん祝９９歳
大正 12 年 3 月 17 日生まれ

　折爪荘でご家族、職員と一緒にお祝いをしました。
ツルさんは終始にこやかで、記念撮影の際はピース
サインでカメラに応えました。このたびは、おめで
とうございます。

南　  キヨ さん祝 100 歳
大正 11 年 3 月 20 日生まれ

　ご自宅でご家族と一緒にお祝いをしました。キヨ
さんは「ここまで長生きできたのは山屋地域のみな
さんのおかげです」と、地域の方々への感謝の気持
ちを話しました。このたびは、おめでとうございます。

坂本 フジヱ さん祝９９歳
大正 12 年 3 月 25 日生まれ

　ご自宅でご家族と一緒にお祝いをしました。晴山
村長が花束を渡すと、フジヱさんは「ありがとうご
ざいます」とお礼を言い、にっこりほほ笑みました。
このたびは、おめでとうございます。

松本　チヨ さん祝 101 歳
大正 10 年 2 月 22 日生まれ

　折爪荘でご家族、職員と一緒にお祝いをしました。
晴山村長がお祝いを渡すと、チヨさんは元気な声で

「ありがとうございます」とお礼をいいました。この
たびは、おめでとうございます。
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KUNOHE'S　HEALTH　 みんなの健康

16

季
節
の
変
わ
り
目
に
ご
注
意
を

■
自
律
神
経
と
は
？

交
感
神
経
と
副
交
感
神
経
の
２
つ

の
神
経
が
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
身
体

を
調
節
し
て
い
ま
す
。

〇
交
感
神
経
⋮
活
動
し
て
い
る
時
や

緊
張
し
て
い
る
時
、
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
て
い
る
時
に
働
き
ま
す
。
心
身
を

活
発
に
す
る
神
経
。

〇
副
交
感
神
経
⋮
眠
っ
て
い
る
時
や

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
時
に
働
き
ま

す
。
心
身
を
休
め
て
回
復
さ
せ
る
神

経
。

■
春
の
不
調
の
要
因

❶
激
し
い
寒
暖
差
（
寒
暖
差
に
対
応

す
る
た
め
に
交
感
神
経
が
活
発
に
な

る
）

４
月
は
変
化
が
多
い
時
期
で
す
！

❷
気
圧
の
変
化
（
低
気
圧
の
影
響
か

ら
眠
気
や
だ
る
さ
を
感
じ
る
）

❸
日
照
時
間
の
変
化
（
日
が
長
く
な

り
生
活
リ
ズ
ム
の
崩
れ
が
生
じ
る
）

❹
生
活
環
境
の
変
化
（
進
学
、
就
職
、

転
職
な
ど
）

❺
花
粉
症
（
花
粉
か
ら
身
体
を
守
ろ

う
と
免
疫
機
能
が
過
剰
に
な
る
）

■
予
防
・
対
策
は
？

❶
食
事
は
欠
食
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
よ

く
摂
る
⋮
欠
食
や
偏
っ
た
食
事
は
自

律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
乱
し
ま
す
。

❷
身
体
を
動
か
す
⋮
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
の
有
酸
素
運
動
が
効
果
的
で
す
。

❸
湯
船
に
つ
か
る
⋮
副
交
感
神
経
が

働
き
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

ま
す
。

❹
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
る
⋮
就
寝
前

に
目
元
や
首
元
を
温
め
る
と
、
睡
眠

の
質
も
良
く
な
り
効
果
的

❺
衣
服
で
温
度
調
節
を
す
る
⋮
温
度

変
化
に
身
体
を
適
応
さ
せ
る
た
め
に

衣
類
で
調
整
し
ま
し
ょ
う

❻
花
粉
症
対
策
を
す
る
⋮
外
出
時
は

眼
鏡
や
マ
ス
ク
、
帽
子
を
着
用
す
る

　

症
状
が
強
い
方
は
、
薬
を
服
用
す

る
こ
と
で
症
状
が
軽
減
し
ま
す
。

少
し
ず
つ
春
の
足
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
ね
︒春
は
昼
夜
の
寒
暖
差
や
気
圧
変
動
が
大
き
い
季
節
で
︑﹁
頭
痛
﹂

﹁
眠
気
﹂﹁
だ
る
い
﹂な
ど
の
症
状
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒こ
れ
は
自
律
神
経
の
乱
れ
が
関
係
し
て
い
ま
す
︒主任保健師・横井信香

休日当番医（9:00～17:00）

25-5770

23-2879

48-1500

26-8100

4
3

33-2505

二戸クリニック

すがわら消化器内科

いちのへ内科クリニック

10

17

24

29 小野寺内科医院

4

4

4

4

ほそかわ小児科クリニック

休日当番歯科医（9:00～12:00）

23-2223

46-2953

33-3050

23-1180

38-2288

国香歯科医院（裏小路）

右門歯科クリニック

宮沢歯科医院

小野寺歯科医院

菅原歯科クリニック

4
3

10

17

24

29

4

4

4

4

休日当番医（9:00～17:00）

25-5770

23-2879

48-1500

26-8100

4
3

33-2505

二戸クリニック

すがわら消化器内科

いちのへ内科クリニック

10

17

24

29 小野寺内科医院

4

4

4

4

ほそかわ小児科クリニック

休日当番歯科医（9:00～12:00）

23-2223

46-2953

33-3050

23-1180

38-2288

国香歯科医院（裏小路）

右門歯科クリニック

宮沢歯科医院

小野寺歯科医院

菅原歯科クリニック

4
3

10

17

24

29

4

4

4

4
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包括支援センターNN EE WW SS

17

　高齢者に関する日常生活のことで、どこに相談してよいか分からない心配事や悩みはあり
ませんか？地域包括支援センターは、皆さんが住み慣れたこの村で安心して暮らしていくた
めの総合相談窓口です。保健師・社会福祉士・主任ケアマネジャー等の医療や介護の専門職が、
皆さんからのさまざまな相談を受け付け、必要なサービスにつながるよう支援します。

17

日常生活でお困りのことはありませんか？

包括支援センターへ相談を

★お気軽に声をかけてください！

●介護のこと
　・介護保険って何？
　・自宅での介護の方法を教えてほしい
　・風呂場に手すりをつけてほしい
●健康のこと
　・足腰が弱くなってきた
　・物忘れがひどくなってきた
　・介護予防教室に通いたい
●家族のこと
　・高齢者の利用できるサービスを知りたい
　・介護に疲れてしまった
　・離れて住む一人暮らしの親のことが心配
　・親が最近同じことを何度も話しかけてくる

■ こんなときは気軽にご相談ください！

●お金のこと
　・お金の管理に自信がなくなってきた
　・悪質な訪問販売にだまされた…どうしよう
●ご近所のこと
　・近所の高齢者が徘徊して心配
　・高齢者を怒鳴っている声が聞こえる
　・最近、見かけなくなった高齢者がいる
●そのほか
　・お困りのことがありましたら、まずはご相
　　談ください

■相談窓口：（役場１階保健センター内）
地域包括支援センター　☎ 0195-42-2111
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﹁
少
し
贅
沢
な
週
末
ラ
ン
チ
は　

　
　
　
　
　

い
か
が
で
す
か
？
﹂

4
月
の
第
1
週
目
の
土
日
か

ら
、
土
日
限
定
メ
ニ
ュ
ー
「
お
り

つ
め
四
季
彩
ラ
ン
チ
」
が
始
ま
り

ま
す
。
週
に
よ
っ
て
メ
ニ
ュ
ー
は

変
わ
り
ま
す
が
、
価
格
は
一
律

１
２
０
０
円
（
税
込
）
で
す
。
メ

イ
ン
料
理
に
よ
っ
て
サ
イ
ド
メ
ニ

ュ
ー
も
変
化
し
ま
す
が
、
お
り
つ

め
工
房
の
お
豆
腐　
　
　

は
必
ず

付
き
ま
す
。
毎
週
の
メ
ニ
ュ
ー
は

レ
ス
ト
ラ
ン
入
口
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ー
ド
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

1_ ローストビーフ丼　2_ ロコモコ風ハ
ンバーグプレート串カツ付き　3_ 油淋
鶏　4_ 酢豚　5_ チキン南蛮　6_ チン
ジャオローススタンプカード

1
お
り
つ
め
四
季
彩
ラ
ン
チ

地
元
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン
チ
が
始
ま
り
ま
す
︒

　
　
　
　
　
オ
ド
デ
館
の
産
直
に
並
ぶ
野
菜
も
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
色
鮮
や
か
で
す
︒

オ
ド
デ
館
レ
ス
ト
ラ
ン

土
日
限
定
の
新
メ
ニ
ュ
ー

お 食 事 １ 名 （ 5 0 0 円 以 上 の 品 ）
に 付 き 、１ ス タ ン プ 押 印 し ま す 。
1 0 ス タ ン プ 集 め る と 、 5 0 0 円
割 引 券 と し て 使 え ま す 。

4 月より開始 !

※ メ ニ ュ ー は 週 替 わ り で す 。
※ 写 真 の メ ニ ュ ー は イ メ ー ジ で す 。

レ ス ト ラ ン
t w i t t e r で

メ ニ ュ ー を チ ェ ッ ク

2

3

4

5

6

ュ
ー
も
変
化
し
ま
す
が
、
お
り
つ

め
工
房
の
お
豆
腐　
　
　

は
必
ず
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ライスバーガー
　　材 料（2 個分）

〈作り方〉
① ボウルに温かいごはん・塩・片栗粉を入れ切り混ぜる。
② 4 等分にし、ラップに包み円形に整える。ごはんの粒が潰れない程
    度にぎゅっと上から押し円盤型にする。
③ フライパンにごま油を熱し、②を並べ弱～中火で焼く。
④ 焼き色が付いたら裏返す。焼けた面にハケでしょうゆを塗り、再度 
    裏返して 30 秒程焼きしょうゆの香ばしい香りを出す。器に取り出
    しておく。（しょうゆは片面だけで OK）
⑤ フライパンについたしょうゆをキッチンペーパーで軽くふき取り、　
　 肉を入れ肉の色が変わるまで炒める。火を弱め 　の調味料を入れ軽
　 く煮詰める。（加熱しすぎると肉がかたくなるので注意！）
⑥ ライスバンズ・レタス・肉・レタス・ライスバンズの順に重ね、袋
    やクッキングシートなどで包む。

春の行楽！おでかけごはん！

9TUBE 配信中

ごはん　　　　　  　360g
( ごはんは普通～かためが良い）
片栗粉　　　　　　小さじ１
塩　　　　　　　　　少々
ごま油　　　　　　小さじ２
しょうゆ　　　　　小さじ２
牛切り落とし　　　  180g
しょうゆ　　　　   大さじ１
酒　　　　　　　　大さじ１
みりん　　　　　　大さじ１
砂糖　　　　　　大さじ 1/2
おろししょうが　小さじ 1/2
おろしにんにく　小さじ 1/2
白ごま　　　　　 お好みで
ごま油　　　　　小さじ２
グリーンリーフ　　  適宜
    （レタス）

具材はきんぴらごぼう、チキンカツでも GOOD ！
市販の焼肉のタレがあれば時短に！

A

A

絶 品
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■
日
教
弘
教
育
賞
奨
励
賞　

　

3
月
11
日
、
長
興
寺
小
学
校
で

日
教
弘
教
育
賞
奨
励
賞
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
興
寺
小
で
は
震
災
以
降
11
年

間
、「
ま
ご
こ
ろ
花
く
ら
ぶ
」
活

動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

の
活
動
内
容
を
及
川
博
文
校
長

が
「
自
他
の
生
命
を
尊
重
し
主
体

的
に
考
え
行
動
で
き
る
児
童
の
育

成
」
と
し
て
ま
と
め
、
全
国
小
学

校
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

■
震
災
以
降
続
け
ら
れ
た
活
動

　

長
興
寺
小
学
校
で
は
震
災
以

降
、
全
校
児
童
が
昼
休
み
な
ど
を

活
用
し
、
年
間
を
通
し
て
「
ま
ご

こ
ろ
花
く
ら
ぶ
」
活
動
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
分

た
ち
が
育
て
た
フ
ウ
セ
ン
カ
ズ
ラ

を
販
売
し
、
そ
の
益
金
を
も
と
に

毎
年
、
被
災
地
で
あ
る
野
田
村
に

シ
ク
ラ
メ
ン
を
届
け
る
と
い
う
も

の
で
す
。

　

児
童
た
ち
は
4
月
、
フ
ウ
セ
ン

カ
ズ
ラ
の
種
子
か
ら
生
育
さ
せ
て

い
き
、
7
月
に
は
4
・
5
年
生
が
、

自
分
た
ち
の
手
で
販
売
。
そ
の
代

金
を
も
と
に
近
隣
高
校
で
育
て
ら

れ
た
シ
ク
ラ
メ
ン
を
購
入
し
、
6

年
生
が
野
田
村
へ
贈
り
ま
す
。
ま

た
、
６
年
生
は
十
府
ヶ
浦
海
岸
付

近
の
被
災
の
様
子
や
現
在
の
復
興

長
興
寺
小
学
校
・
震
災
後
の
取
り
組
み

日
教
弘
教
育
賞
奨
励
賞
受
賞

状
況
を
震
災
ガ
イ
ド
の
案
内
で
見

学
。
そ
の
感
想
を
帰
校
後
、
報
告

会
で
下
学
年
に
伝
え
て
い
ま
す
。

■
長
興
寺
小
及
川
校
長
よ
り

　
「
ま
ご
こ
ろ
花
く
ら
ぶ
」
活
動

は
本
校
の
復
興
教
育
の
柱
で
す
。

被
災
地
に
心
を
寄
せ
て
取
り
組
む

こ
の
活
動
を
継
続
し
て
こ
ら
れ
た

先
輩
児
童
・
先
輩
教
職
員
の
皆
様

に
あ
ら
た
め
て
感
謝
い
た
し
ま

す
。
被
災
地
の
復
興
が
一
層
進
む

こ
と
を
願
い
、
ま
た
本
校
児
童
の

防
災
意
識
の
高
ま
り
を
期
待
し
、

今
後
も
「
ま
ご
こ
ろ
花
く
ら
ぶ
」

活
動
を
充
実
さ
せ
て
参
り
ま
す
。野田村にシクラメンを届ける児童

フウセンカズラを販売する児童
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　回答者の年代別では 60 代が最も多く全体の 19.1%、次いで 70 代の 18.9％、そし
て 80 代の 14.9％でした。また、高校生以下のお子さんがいない世帯の方が 55.6％
と回答者の半数以上を占め、自身が生徒である、そして高校生以下の子がいるという
方を合わせても 28.5％にとどまりました。住んでいる地区では、伊保内小学校区が
36.4％で最も多く、これに戸田 19.8％、江刺家 17.2％と続きます。以下は、各設問
ごとの回答状況です（回答の割合で表しているグラフについては、小数点以下数値の
処理合計が 100％とならない場合があります）。

  九戸村教育委員会で今年１月から２月にかけて実施しましたアンケート調査にあ
たり、多くの方々から回答をいただきました。

集計結果の概要のお知らせ

問い　九戸村にある小学校のうち、伊保内小学校以外のすべての小学校に 
         複式学級があることをご存じですか。

■ 対　象　中学生以上の村民　　　■ 配布数　5,081 枚

「持続可能で良質な教育環境の整備に
関する村民アンケート調査」

■ 回収数　3,324 枚　                  ■ 回収率　65.4％

688

43.7%

0.0%

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

知っている

1. 少人数授業により、行き届いた指導が行われている

1. お互いに切磋琢磨しあいながら培う向上心が
育ちにくい

2. 多様な見方・考え方に触れる機会が少ない
複式学級が導入されている

3. PTA活動など保護者の負担が大きい

4. 施設設備が古く、不十分である

5. わからない

2. 学校、PTAが家族的な雰囲気である

3. 上級生と下級生の仲が良い

4. 先生方が教育に熱心である

5. わからない

未記入

未記入

6. その他

6. その他

知らない

未記入 6.0%

50.3%

1,169

1,017

474

638

65

605

249

71

347

299

1,200

1,388

688

347

948948

56.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

知っている

知らない

未記入 5.4%

38.5%38.5%

（回答の割合）
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問い　「小学校や中学校は学級数によって配置される教員の数が決まって
          いる」ことをご存じですか。

問い　九戸村の小学校や中学校について「良い」と感じていること、「悪い」
         と感じていることをそれぞれ３つ以内で選んでください。　　

教育委員会村民アンケート

（回答の割合）

（良いと感じていることの回答数）

（悪いと感じていることの回答数）
688

43.7%

0.0%

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

知っている

1. 少人数授業により、行き届いた指導が行われている

1. お互いに切磋琢磨しあいながら培う向上心が
育ちにくい

2. 多様な見方・考え方に触れる機会が少ない
複式学級が導入されている

3. PTA活動など保護者の負担が大きい

4. 施設設備が古く、不十分である

5. わからない

2. 学校、PTAが家族的な雰囲気である

3. 上級生と下級生の仲が良い

4. 先生方が教育に熱心である

5. わからない

未記入

未記入

6. その他

6. その他

知らない

未記入 6.0%

50.3%

1,169

1,017

474

638

65

605

249

71

347

299

1,200

1,388

688

347

948948

56.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

知っている

知らない

未記入 5.4%

38.5%38.5%

688

43.7%

0.0%

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

知っている

1. 少人数授業により、行き届いた指導が行われている

1. お互いに切磋琢磨しあいながら培う向上心が
育ちにくい

2. 多様な見方・考え方に触れる機会が少ない
複式学級が導入されている

3. PTA活動など保護者の負担が大きい

4. 施設設備が古く、不十分である

5. わからない

2. 学校、PTAが家族的な雰囲気である

3. 上級生と下級生の仲が良い

4. 先生方が教育に熱心である

5. わからない

未記入

未記入

6. その他

6. その他

知らない

未記入 6.0%

50.3%

1,169

1,017

474

638

65

605

249

71

347

299

1,200

1,388

688

347

948948

56.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

知っている

知らない

未記入 5.4%

38.5%38.5%

688

43.7%

0.0%

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

知っている

1. 少人数授業により、行き届いた指導が行われている

1. お互いに切磋琢磨しあいながら培う向上心が
育ちにくい

2. 多様な見方・考え方に触れる機会が少ない
複式学級が導入されている

3. PTA活動など保護者の負担が大きい

4. 施設設備が古く、不十分である

5. わからない

2. 学校、PTAが家族的な雰囲気である

3. 上級生と下級生の仲が良い

4. 先生方が教育に熱心である

5. わからない

未記入

未記入

6. その他

6. その他

知らない

未記入 6.0%

50.3%

1,169

1,017

474

638

65

605

249

71

347

299

1,200

1,388

688

347

948948

56.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

知っている

知らない

未記入 5.4%

38.5%38.5%
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問い　義務教育 9 年間を一体的に捉え、児童生徒を一貫して教育する「小
         中一貫型小中学校」や「義務教育学校」の制度ができ、岩手県や他
         県においても開校または開校しつつあります。小中一貫校や義務教
         育学校について、どの程度知っていますか。

問い　本村における「持続可能で良質な教育環境」の整備を検討するうえ
         で必要と思われるものを３つ以内で選んでください。

（回答の割合）

（回答数）

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 40.0%35.0%

4.5%

21.1%

36.5%

19.5%

1. よく知っている

2. ある程度知っている

3. あまり知らない

4. まったく知らない

未記入 18.5%

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

1. お互いに切磋琢磨しあいながら培う向上心が
育ちにくい

2. 多様な見方・考え方に触れる機会が少ない
複式学級が導入されている

3. PTA活動など保護者の負担が大きい

4. 施設設備が古く、不十分である

5. わからない

未記入

6. その他

605

249

71

347

1,388

688

347

948948

1. 小・中学校の9年間を見越した体制や教育内容の推進

742742

1,0741,074

1,3011,301

1,230

296

674

575

576

537537

72

508508

1,0008006004002000 1,200 1,400

2. 複式学級の解消

3. 学力や競技力の向上

4. 九戸村の将来を担う次世代の人材育成

5. 特別支援教育の充実

6. 地域と共にある学校の運営

7. 伝統文化の継承、郷土愛の育成

8. 部活動・スポーツ少年団活動における競技力向上

9. 校舎や敷地などの学習環境

10. その他

未記入
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　今回の集計結果概要とは別に、各設問毎のその他の意見や、自由記載意見を含めた詳しい
集計結果報告書を後程、各世帯に配布させていただきますので、そちらもご覧ください。
　教育委員会では、今回の調査結果を受け、住民の皆さんとの話し合いの中で本村の教育環
境整備の具体的な方向性を定めてまいりますので、引き続きご協力をお願いいたします。
　アンケートにお答えいただいた方々、そして用紙の配布から回収までご協力いただいた行
政連絡員様をはじめ地域の皆様に感謝申し上げます。

教育委員会村民アンケート

問い　少子化が進む本村の「持続可能で良質な教育環境」の整備について、
         どうお考えになりますか。

問い　（前の問いで１または２と回答した方に）学校再編や統合にとりか
　　　 かる時期は、いつ頃が良いとお考えですか。

（回答の割合）

（回答の割合）

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 40.0% 45.0%35.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 40.0%35.0%

41.0%

18.9%

24.5%

37.8%

5.3%

13.8%

13.0%

30.1%

5.0%

3.7%

6.9%

1. 学校再編・統合を進めるべきである

1. 今すぐにでもとりかかるべきである

3. 時期を定めずとりかかるべきである

4. わからない

2. 2～3年後にとりかかるべきである

4. 学校再編・統合はしない方がよい

5. わからない

2. どちらかというと学校再編・統合を進める方がよい

3. どちらかというと学校再編・統合はしない方がよい

未記入

未記入

41.0%

18.9%

3.7%

6.9%

37.8%

13.8%

13.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 40.0% 45.0%35.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 40.0%35.0%

41.0%

18.9%

24.5%

37.8%

5.3%

13.8%

13.0%

30.1%

5.0%

3.7%

6.9%

1. 学校再編・統合を進めるべきである

1. 今すぐにでもとりかかるべきである

3. 時期を定めずとりかかるべきである

4. わからない

2. 2～3年後にとりかかるべきである

4. 学校再編・統合はしない方がよい

5. わからない

2. どちらかというと学校再編・統合を進める方がよい

3. どちらかというと学校再編・統合はしない方がよい

未記入

未記入

41.0%

18.9%

3.7%

6.9%

37.8%

13.8%

13.0%
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自ら選んだ道へスタート
　

3
月
12
日
、澄
み
渡
る
青
空
の
下
、

九
戸
中
学
校
の
卒
業
式
が
同
校
体
育

館
に
て
行
わ
れ
、
44
名
の
生
徒
の
新

た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

学
校
職
員
や
保
護
者
、
在
校
生
に

見
守
ら
れ
る
中
、
式
は
行
わ
れ
ま
し

た
。
担
任
の
先
生
に
名
前
を
呼
ば
れ

る
と
、
卒
業
生
は
大
き
な
声
で
返
事

を
し
、
卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま
し

た
。
送
辞
で
は
、
在
校
生
代
表
と
し

て
千
葉
颯
さ
ん
（
2
年
）
が
卒
業
生

と
の
想
い
出
や
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
ま
し
た
。
答
辞
で
は
、
生
徒
会
長

を
務
め
た
細
川
慶
仁
さ
ん
が
卒
業
生

代
表
と
し
て
、
在
校
生
へ
感
謝
と
エ

ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

式
の
後
、
在
校
生
と
卒
業
生
の
間

で
合
唱
を
送
り
合
い
ま
し
た
。
感
染

防
止
の
た
め
マ
ス
ク
を
着
用
し
た
ま

ま
で
の
合
唱
と
な
り
ま
し
た
が
、
歌

声
は
体
育
館
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

最
後
は
、
在
校
生
の
歌
声
の
中
、
卒

業
生
が
退
場
し
て
い
き
ま
し
た
。

九戸中学校卒業式

１

２ 3



27 広報くのへ◦2022年（令和4年）4月

　

体
育
館
で
の
式
典
、
最
後
の
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
を
終
え
た
卒
業
生
を
在
校

生
た
ち
が
花
道
を
作
っ
て
送
り
出
し

ま
し
た
。
在
校
生
は
所
属
す
る
部
活

動
ご
と
に
集
ま
り
、
お
世
話
に
な
っ

た
先
輩
へ
手
紙
や
花
束
を
手
渡
し
ま

し
た
。
野
球
部
の
渡
羽
琉
さ
ん
（
2

年
）
は
「
旅
立
つ
先
輩
方
は
と
て
も

か
っ
こ
よ
く
見
え
ま
し
た
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

村
の
商
工
会
青
年
部
か
ら
は
、
巨

大
オ
ブ
チ
キ
卒
業
証
書
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
証
書
の
前
は
記
念
撮
影
を
楽

し
む
卒
業
生
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
小
野
寺
詩
温
さ
ん
は

「
親
元
を
離
れ
、
盛
岡
の
高
校
に
通

う
新
生
活
が
楽
し
み
な
反
面
、
み
ん

な
と
の
お
別
れ
が
さ
み
し
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。
自
ら
選
ん
だ
道
へ

と
進
ん
で
い
く
卒
業
生
の
背
中
は
希

望
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

エ
ー
ル
を
力
に
変
え
て

1
商
工
会
青
年
部
よ
り
贈
ら
れ
た
幕
の
前
で
卒
業
生
集
合 

２
受
け
と
っ
た
卒
業
証
書
を
披
露 

３
卒
業

証
書
を
ひ
と
り
ひ
と
り
受
け
と
る 

４
入
場
す
る
卒
業
生 

５
姿
勢
よ
く
話
を
聞
く
様
子 

６
卒
業
生
は

「
群
青
」
を
合
唱 

７
後
輩
か
ら
手
紙
を
受
け
と
る 

８
笑
顔
で
花
道
を
通
る
卒
業
生

4

6

7 8

5
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3
月
１
日
、
伊
保
内
高
校
の
卒
業

式
が
同
校
体
育
館
に
て
開
か
れ
、
３

学
年
20
人
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し

た
。

　

３
学
年
担
任
の
古
川
望
先
生
が
卒

業
生
の
名
前
を
一
人
ず
つ
読
み
上

げ
、
卒
業
生
は
登
壇
し
ま
し
た
。
日

野
澤
明
彦
校
長
が
卒
業
証
書
を
読
み

あ
げ
る
と
、
凛
と
し
た
表
情
で
前
を

向
き
受
け
と
り
ま
し
た
。

　

式
辞
で
は
、
日
野
澤
校
長
が
「
こ

れ
か
ら
迎
え
る
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
先

で
大
き
く
輝
き
、
こ
の
村
の
自
然
の

よ
う
に
雄
大
で
清
々
し
く
さ
わ
や
か

な
活
躍
を
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
」
と
、
生
徒
た
ち
の
背
中

を
お
す
と
、
晴
山
裕
康
村
長
は
「
村

政
へ
の
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感

謝
し
た
い
。
是
非
、
九
戸
村
に
も
ど

っ
て
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
在
校
生
代
表
の
櫻
庭
千

鶴
さ
ん
が
「
学
校
行
事
で
は
互
い
を

支
え
あ
い
、
努
力
す
る
姿
か
ら
ひ
と

つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
全
力
で
楽
し

む
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
」

と
送
辞
を
読
み
上
げ
る
と
、
卒
業
生

の
森
太
久
斗
さ
ん
は
「
在
校
生
に
は

こ
れ
か
ら
の
進
路
選
択
に
お
い
て
早

め
の
行
動
を
心
が
け
、
仲
間
と
協
力

し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
後
輩

に
エ
ー
ル
で
応
え
ま
し
た
。

伊
保
内
高
校
卒
業
式

そ
れ
ぞ
れ
の
旅
立
ち

１

２

3



29 広報くのへ◦2022年（令和4年）4月

　

式
終
了
後
に
は
、
教
室
に
て
最
後

の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
行
わ
れ
、
３
学

年
の
先
生
方
か
ら
一
言
、
生
徒
か
ら

は
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
色
紙
が
手

渡
さ
れ
、
心
温
ま
る
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　

卒
業
生
の
関
向
佑
太
さ
ん
は
「
高

校
最
後
の
文
化
祭
で
は
コ
ロ
ナ
で
制

限
さ
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
け
れ

ど
、
最
高
の
も
の
を
作
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
３
年
間
を
振
り
返
り
、
コ

ロ
ナ
の
逆
境
に
負
け
ず
に
、
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
た
よ
う
で
し
た
。

大
崎
奈
生
さ
ん
は
「
何
事
も
前
向
き

な
気
持
ち
を
も
っ
て
挑
戦
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
」
と
後
輩
た
ち
へ
の

激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
春
、
伊
保
内
高
校
を
卒
業
し

た
生
徒
20
名
は
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
へ
向

か
っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

1_ 卒業証書を受けとる伊高生　2_ 答辞
を読む森太久斗さん　3_ 送辞を読む櫻
庭千鶴さん　4_ 入場する卒業生　5_ 部
活動功労賞を受けとる郷土芸能委員会　
6_ 卒業生集合写真　7-10_ 最後のホー
ムルーム　11_3 年生担任の古川先生

最
後
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
よ
り

4

5

10

11 8 7

6

9
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地域の魅力を村内外に PRし、地域に活力を呼び込む「地域おこし協力隊」。地域の魅力を村内外に PRし、地域に活力を呼び込む「地域おこし協力隊」。
ご家族や知人の方にぜひお知らせください。ご家族や知人の方にぜひお知らせください。

Q1 どんな仕事をするの？

Q2 どんな人が対象？

村 所 管 の 協 議 会 と 契 約 し 、 最 長 3 年 間 雇 用 し ま す 。村 所 管 の 協 議 会 と 契 約 し 、 最 長 3 年 間 雇 用 し ま す 。
自 分 に 合 っ た ミ ッ シ ョ ン を 選 ん で も ら い 従 事 し て い た だ き ま す 。自 分 に 合 っ た ミ ッ シ ョ ン を 選 ん で も ら い 従 事 し て い た だ き ま す 。

全 国 の 過 疎 市 町 村 以 外 に 居 住 し て い る 人 が 対 象 で す 。全 国 の 過 疎 市 町 村 以 外 に 居 住 し て い る 人 が 対 象 で す 。
例 え ば 、 岩 手 県 で も 盛 岡 市 や 久 慈 市 に 居 住 し て い る 人 が 応 募 可 能 で す 。例 え ば 、 岩 手 県 で も 盛 岡 市 や 久 慈 市 に 居 住 し て い る 人 が 応 募 可 能 で す 。

① 伝統工芸技術の伝承活動
② 運動教室インストラクター
③ 県立伊保内高等学校の魅力化活動

④ 自伐型林業の推進活動
⑤ 養蜂
⑥ その他、村の発展に貢献できる活動

募 集 要 項
■  募 集 人 数 　 6 名 （ 書 類 選 考 ・ 面 接 あ り ）■  募 集 人 数 　 6 名 （ 書 類 選 考 ・ 面 接 あ り ）
■  応 募 期 間 　 定 員 に 達 す る ま で■  応 募 期 間 　 定 員 に 達 す る ま で
■  募 集 対 象 　 令 和 3 年 3 月 3 1 日 時 点 で 1 8 歳 以 上 の 人■  募 集 対 象 　 令 和 3 年 3 月 3 1 日 時 点 で 1 8 歳 以 上 の 人
　 　 　 　 　 　  九 戸 村 に 居 住 し 、 住 民 票 の 移 動 が で き る 人　 　 　 　 　 　  九 戸 村 に 居 住 し 、 住 民 票 の 移 動 が で き る 人
　 　 　 　 　 　  過 疎 地 域 に 居 住 し て い な い 人　 　 　 　 　 　  過 疎 地 域 に 居 住 し て い な い 人
　 　 　 　 　 　  普 通 自 動 車 免 許 を 有 す る 人 （ A T 限 定 可 ）　 　 　 　 　 　  普 通 自 動 車 免 許 を 有 す る 人 （ A T 限 定 可 ）
　 　 　 　 　 　  日 ご ろ か ら パ ソ コ ン や ス マ ー ト フ ォ ン を 使 用 し て い る 人　 　 　 　 　 　  日 ご ろ か ら パ ソ コ ン や ス マ ー ト フ ォ ン を 使 用 し て い る 人
■  給 与 ・ 福 利 厚 生 　■  給 与 ・ 福 利 厚 生 　
 ・ 原 則 週 5 日 　 午 前 8 時 3 0 分 か ら 午 後 1 7 時 1 5 分 ま で（ 不 利 休 憩 1 時 間 ） ・ 原 則 週 5 日 　 午 前 8 時 3 0 分 か ら 午 後 1 7 時 1 5 分 ま で（ 不 利 休 憩 1 時 間 ）
 ・ 月 給 1 8 8 , 7 0 0 円 ～ 2 2 2 , 0 0 0 円 （ 賞 与 年 2 回 ） ・ 月 給 1 8 8 , 7 0 0 円 ～ 2 2 2 , 0 0 0 円 （ 賞 与 年 2 回 ）
 ・ 住 居 ・ 赴 任 補 助 あ り ・ 住 居 ・ 赴 任 補 助 あ り
■  申 込 方 法 　 応 募 用 紙 を 九 戸 村 I J U 戦 略 室 ま で 提 出 し て く だ さ い 。■  申 込 方 法 　 応 募 用 紙 を 九 戸 村 I J U 戦 略 室 ま で 提 出 し て く だ さ い 。

九 戸 村 I J U 戦 略 室九 戸 村 I J U 戦 略 室
交 流 発 信 係交 流 発 信 係
T E L ： 0 1 9 5 - 4 2 - 2 1 1 1T E L ： 0 1 9 5 - 4 2 - 2 1 1 1
F A X ： 0 1 9 5 - 4 1 - 1 0 0 5F A X ： 0 1 9 5 - 4 1 - 1 0 0 5

応 募 用 紙 は応 募 用 紙 は
こ ち ら ▼こ ち ら ▼

村 の H P村 の H P

お問い合わせ

地域おこし協力隊募集

地域の魅力をＰＲして九戸を元気に！
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こんにちは。
一気に雪がなくなりましたね。
隠れていた緑や土が出てきて、「お久しぶり～」と
思いました。

　

江
刺
家
に
あ
る
小
井
田
立
体

農
業
研
究
所
に
初
め
て
行
っ
て

き
ま
し
た
！

　

午
前
9
時
到
着
。
小
井
田
重

雄
さ
ん　
　

が
牛
の
乳
し
ぼ
り

の
作
業
を
終
え
る
と
こ
ろ
で
し

た
。
搾
乳
は
朝
と
夕
方
の
一
日

2
回
。
１
頭
の
牛
が
1
日
に
4

~
15
ℓ
も
の
牛
乳
を
出
す
そ
う

で
す
。
乳
牛（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
）

に
は
角
が
あ
り
ま
し
た
。「
角

を
残
す
こ
と
で
、
放
牧
し
た
時

に
牛
同
士
が
角
を
武
器
に
戦
い

ま
す
。
そ
う
す
る
と
序
列
が
で

き
て
ト
ラ
ブ
ル
が
減
る
の
で

す
」
と
小
井
田
寛
周
さ
ん　

が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
角
が

心
の

俳
句

第 12話

あ
る
乳
牛
は
初
め
て
見
た
の
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
乳
を
出

す
の
は
、
出
産
し
た
牛
の
み
。

定
期
的
に
妊
娠
さ
せ
子
ど
も
を

産
ま
せ
ま
す
。「
出
産
は
牛
ま

か
せ
で
す
。
朝
起
き
た
ら
生
ま

れ
て
た
な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま

す
。」
ま
た
、
冬
は
日
中
だ
け

夏
は
日
中
と
夜
、
牛
を
放
牧
し

ま
す
。「
く
る
み
の
木
の
下
の

草
を
食
べ
て
く
れ
る
の
で
、
草

を
刈
る
手
間
が
減
り
ま
す
。」

牛
も
農
場
を
維
持
す
る
立
派
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

外
の
小
屋
に
は
ニ
ワ
ト
リ
た

ち
が
い
ま
す
。
ニ
ワ
ト
リ
た
ち

も
檻
か
ら
出
さ
れ
る
時
間
が
あ

り
ま
す
。「
ニ
ワ
ト
リ
は
土
の

中
に
い
る
く
る
み
の
害
虫
を
食

べ
て
く
れ
ま
す
。」

　

農
場
に
は
猫
が
た
く
さ
ん
ウ

ロ
ウ
ロ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
猫

た
ち
も
立
派
な
従
業
員
。
牛
小

屋
に
居
座
る
ネ
ズ
ミ
を
狩
っ
た

り
、
く
る
み
を
持
っ
て
く
リ
ス

を
追
っ
払
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

牛
を
放
牧
す
る
際
に
、
く
る

み
の
木
の
周
り
に
エ
サ
を
広
げ

る
こ
と
で
牛
が
根
本
に
フ
ン
を

し
、
い
い
肥
料
に
な
る
そ
う
で

す
。
試
行
錯
誤
の
末
、
ひ
ら
め

い
た
置
き
方
だ
そ
う
で
す
。

深深
いい話

小井田立体農業研究所

工
夫
次
第

　
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
役
に
立
つ
　

心
の

俳
句

放牧の様子

ロ
ウ
ロ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
猫

た
ち
も
立
派
な
従
業
員
。
牛
小

屋
に
居
座
る
ネ
ズ
ミ
を
狩
っ
た

り
、
く
る
み
を
持
っ
て
く
リ
ス

鶏舎が点在しています

鶏舎の中
放たれても自分の小屋に戻る

猫たち
3 匹写ってますよ、分かるかな？

牛の草を広げる様子
くるみの木の周りに置きます

牛 の 食 べ る 牧 草
は 、 1 0 0 ％

小 井 田 家 産 。
牧 草 は 収 穫 時 期

に よ っ て
栄 養 や 味 が

変 わ る よ ～ ！

雄
さ
ん　
　

が
牛
の
乳
し
ぼ
り

す
」
と
小
井
田
寛
周
さ
ん　
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学び処
ないんずカフェだよりないんずカフェだより

◆◆◆　◆◆◆　NINES  CAFE　NINES  CAFE　◆◆◆◆◆◆

　２月 17 日、村開発センターで九戸村食
生活改善推進員協議会の協力により健康
料理教室が行われました。簡単で美味し
い栄養や塩分量を考えた料理を教えてい
ただき、受講生は「栄養バランスを考え
ることの大切さを学ぶことができた」「ど
こにでもある食材なので自宅でも実践し
たい」と話し、楽しみながら学びました。

「簡単！栄養バランスの　　　
　　整った食事をつくろう」

ク ッ キ ン グ ラ ー ニ ン グク ッ キ ン グ ラ ー ニ ン グ

　令和３年度から、村の生涯学習事業
を「学び処ないんずカフェ～気軽に・
いつでも・どなたでも～」へと刷新し
実施しております。カテゴリごとに魅
力ある学び処を開催しますので、皆さ
まふるってご参加ください。
■お申し込み・お問い合わせ
　教育委員会生涯学習係
　　　　　☎ 42-2111（内線 312）

「学び処ないんずカフェ」令和４年５月スタート
ラーニング講座・生涯学習アカデミー・女性教室・九曜塾ラーニング講座・生涯学習アカデミー・女性教室・九曜塾

　

　教育委員会では、村内にある様々な歴史資料を保存する「アーカイブ事業」に取り組んでい
ます。皆さまが所有している古文書、8㎜フィルム、ホームビデオ、写真、民具などをお借り
したいと思います。村の貴重な歴史資料の消失を防ぐため、村民の皆さまの情報提供をお願い
いたします。　　　　　　　　　　　　　教育委員会生涯学習係　☎ 42-2111（内線 304）

■ご家庭にある歴史資料を探しています

1・2_ 推進員に指導を受けている様子　
3_ 栄養・塩分量を計算された食事

１

2 3

▲学び処ないんずカフェの様子
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THEME

図
書
だ
よ
り

　本能寺の変より四年前、天正六

年の冬。織田信長に叛旗を翻して

有岡城に立て籠もった荒木村重は、

和議に来た織田方の軍師、黒田官

兵衛を土牢に閉じこめ、城内で起

きる難事件を解かせようとする。

■塞王の盾 ■黒牢城
今村　翔吾　著（集英社）　 米澤　穂信　著（KADOKAWA）

おすすめ

直
木
賞
受
賞
の

　
　
　

２
大
傑
作
戦
国
小
説
！

おすすめ

　「最強の盾」対「至高の矛」

　石工の匡介は「絶対に破られない

石垣」を作り戦をなくそうとする。

鉄砲職人の彦九郎は「どんな城も落

とす鉄砲」で戦をとめようとする。

ぶつかり合う、矛盾した想い。答え

は戦火の果てに・・・。

令和 3 年度・第 34 回九戸村民読書感想文コンクール入賞者

　２月６日「村民読書の日」（中止）において表彰予定
でありました、村民読書感想文コンクール入賞者を紹介
いたします（応募点数 42 点）。
■村長賞　　觸澤　志奏（戸小４年）     【写真㊧】　　　
■教育長賞　櫻庭　千鶴（伊高２年）  【写真㊨】　　
< 小学校低学年の部 >
■優秀賞：山下恵莉（長小１年）
■入選：岩部心音（伊小１年）、江渡怜輝（江小２年）
■佳作：山本真陽（山小１年）、下村希規（戸小２年）
< 小学校中学年の部 >
■入選：舘本夏希（伊小３年）、渡柚月（伊小４年）
■佳作：田澤拓人（山小３年）、細川奈吾（江小４年）
< 小学校高学年の部 >
■優秀賞：松田侑士（伊小６年）

　令和４年３月２日に開催した審査会の結果、見事受賞
した５人と１団体を紹介します。

〈スポーツ優秀選手賞〉
■小野寺　汐音（長小６年）
わんぱく相撲全国大会６年生の部ベスト 16
■平中　暖真（伊小６年）
ＪＳＣＡ東北支部ジュニア水泳競技大会 100 ｍ
バタフライ第１位

おすすめ おすすめ

令和 3 年度九戸村体育協会スポーツ賞

■入選：大畑心春（伊小５年）、山本柚花（戸小６年）
■佳作：番澤藍子（戸小５年）、銚子瑠華（長小６年）
< 中学生・高校生の部 >
■優秀賞：古舘心伽（九中２年）　
■入選：三澤このみ（九中３年）、千葉彩愛（伊高２年）
■佳作：澤田凜（九中１年）、落安美嘉（伊高１年）

■関口　浬（伊小４年）
県小学生選抜陸上競技大会４年男子 1500m 第１位
■山下　希風（平舘高校１年）
全国高等学校スキー大会出場
■山下　愛望（九中２年）全国中学校スキー大会出場

〈スポーツ奨励賞〉
■九戸中学校　女子バレーボール部
県中学校体育大会バレーボール競技女子第２位

※掲載学年は令和３年度時点の学年になります。
※各学校略…伊保内小（伊小）、江刺家小（江小）、戸田小（戸小）、
長興寺小（長小）、山根小（山小）、九戸中（九中）、伊保内高校（伊高）

しおん

はるま

かいり

きふう

あ　み

ここな

ここね れんき

まひな ののり

なつの ゆずき

だいご

ゆうと

こはる ゆずか

る　か

み　か

あやな

りん み　か

あいこ

たくと

え　り

ちづる
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山火事防止月間です！
■ 二戸消防署九戸分署　☎ 0195-42-3119　

高 峯 　 将 喜
副分署長■山火事防止運動重点事項

①たき火をしたらその場を離れず完全に消火す
ること。
②たばこの吸いがらは、投げ捨てないこと。
③火遊びはしないこと。

春の全国交通安全運動の実施

森 岩 春 雄
駐在所長

■ 二戸警察署九戸駐在所　☎ 0195-42-2210　

　　  通学路　速度落とす　思いやり
■ 4 月 6 日（水）から 15 日（金）までの 10 日間『春
の全国交通安全運動』が展開されます。
■ 4 月から新 1 年生の登下校も始まります。運転者
の皆さんは、すれ違い時の減速走行や横断歩道に近
づく際、必ず歩行者の有無を確認する「横断歩道・
チェック・ストップ」と、停止した際に手を差し出
すなどの合図をして歩行者に横断を促す「ハンドコ
ミュニケーション」を実践を実践しましょう！

　
　 ３ 月 １ 日 か ら ５ 月
３１日までは山火事防
止運動月間です。空気
が乾燥し、山火事が多
く発生する季節になり
ました。火の取り扱い
には十分注意しましょ
う。

■ 全国統一防火標語
「 山火事を　防ぐあなたの　心がけ 」　

国民健康保険の資格取得と
資格喪失について

■ 税務住民課国保住民係　☎ 0195-42-2111（内線 212）

　日本国内に住むすべての人は、20 歳になった時
から国民年金の被保険者となり、保険料の納付が
義務づけられていますが、学生の方は、申請によ
り在学中の保険料の納付が猶予される「学生納付
特例制度」が設けられています。学生納付特例を
受けようとする年度の前年の所得が一定以下の学
生の方が対象となり、家族の方の所得の多寡は問
いません。申請には「在学証明書の原本」または「学
生証の写し」が必要です。年金手帳や基礎年金番
号通知書など、基礎年金番号のわかる書類をお持
ちのうえ、年金事務所または役場税務住民課でお
手続きください。

　国民健康保険（国保）は、会社などの健康保険（協
会けんぽ、健康保険組合など）や後期高齢者医療
制度に加入している方、生活保護を受けている方
をのぞく全員が加入する制度です。就職して会社
の健康保険に加入したとき、退職して会社の健康
保険から離脱したとき、国保に加入している方の
住所や世帯主がかわったときは、手続きがありま
すので役場の国保担当窓口にお越し下さい。
■資格の取得・喪失の手続きはすぐに
　他の市区町村に転出するときや会社などの健康
保険に加入したとき、修学による特例や対象施設
への入所による住所地特例の該当要件を満たさな
くなったときには、その旨の『届け出』と『国保
の保険証を返す』手続きが発生します。
　手続きしないで国保の資格が無くなってからも
国保を使用して保険医療機関を受診する方がいま
す。その場合、本来、自分が加入している保険で、
その給付が行われるべきですから、国保が給付し
た医療費は返還することになりますし、資格を喪
失していないことで国保税も賦課されたままとな
ります。そうならないためにも、国保の資格に異
動が生じたら役場にすぐに届け出て正しい保険証
を使いましょう。

■ 二戸年金事務所　☎ 0195-23-4111　
■ 税務住民課国保住民係　☎ 0195-42-2111

国民年金保険料の「学生納付
特例制度」

あ り が と う ！ 森 岩 所 長 ！あ り が と う ！ 森 岩 所 長 ！

5 年間、九戸村を見守ってくれた森
岩所長がこの春、異動になりました。
■ 森岩所長コメント
5 年という短い期間でしたが、36
年の警察人生で最も思い出深い勤務
地でした。
ありがとうございました (T T)
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編　集　後　記

■ 二戸警察署　☎ 0195-29-0110

長興寺小のまごころ花くらぶ活

動は震災学習をきっかけにして、

様々な経験や学びがある、練られ

たカリキュラムだと感じました。

このような活動をこれからも伝え

ていきたいと思いました。

　　　　（令和 4 年 3 月１日現在）

● 人 口 　５，４５５人　 （－ 4）
　  男 　  ２，６０８人　 （－ 2）
　  女 　  ２，８４７人　 （－ 2）
●世帯数  ２，１６３世帯（＋ 6）

（カッコ内は前月比）

　 転 入  　 　 ３ 人　  （6 人）
転 出  　   ２ 人　  （8 人）
出 生  　   ３ 人　  （6 人）
死 亡      ８ 人　  （17 人）

（カッコ内は１月からの累計）

村歴 1 年になりました。思い返す

といろいろありました。2 年目は

もっといろいろあるといいです。

人のうごき

県北運転免許センター移転のお知らせ

春の地域安全運動 4 月 6 日より実施
4 月 6 日（水）から 15 日（金）まで、春の地域安全運動が行

われます。犯罪のない安全なまちづくりにするため、家庭や地
域のご協力をお願いします。
　散歩をしながら、買い物をしながらなど、「ながら見守り」で
子どもや地域の安全を守りましょう。

福祉活動費一部を助成します
■九戸村社会福祉協議会　☎ 0195-41-1200

　村共同募金委員会では、皆さんから協力いただいた赤い羽根
共同募金を基に、さまざまな福祉事業を展開しています。
　そこで、令和 4 年度の赤い羽根共同募金を基に、翌年令和 5
年度に実施を予定している村内福祉活動実施団体に活動費の一
部を助成します。
■対象団体　　地域福祉活動実施団体
　（各種福祉団体、自治会、町内会、福祉施設など）
■募集締切　　4 月 28 日（木）
■助成の決定
　申請後、審査委員会で審査の上、村共同募金委員会で審議され、
県共同募金会で助成が決定されます。
■お申し込み・お問い合わせ
　村総合福祉センター内・村共同募金委員会、社会福祉協議会
　☎ 0195-41-1200　※申請用紙は村社会福祉協議会にあります。

■総務課地域防災係　☎ 0195-42-2111（内線 173）

　令和 4 年 5 月 2 日（月）より、

久慈警察署・県北運転免許セン

ターが移転となります。免許証

の更新申請など、免許センター

ご利用の際はご注意ください。

久慈病院

久慈市役所

久慈警察署・県北運転免許センター

久慈高校
長内校

久慈駅

久慈税務署

久慈市民体育館

久慈川

長泉寺

第６地割

旭町

京の森

第２地割

門前

第３地割
第１地割

新中の橋

田屋町

岩手銀行
久慈支店

北日本銀行
久慈支店

久慈
郵便局

門前保育園

久慈市立図書館

東北電力
久慈変電所

Ｎ

盛岡家庭裁判所
久慈出張所

（旧庁舎）

久慈警察署・県北運転免許センター
（新庁舎）

現庁舎

新庁舎

■移転先住所：

岩手県久慈市門前第 3 地割１　　　　　　　　

■お問い合わせ：

・県北運転免許センター

　☎０１９４- ５２- ０６１３

・二戸警察署

　☎０１９５- ２９- ０１１０



く
の
へ
っ
子

36

028-6502
vol.769 2022

44

　

長
興
寺
小
学
校
に
通
う
小
学
６

年
生
の
雅
さ
ん
。

　

小
学
1
年
生
の
頃
に
始
め
た
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
今
で
も
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め

練
習
が
お
休
み
。「
体
が
な
ま
ら

な
い
よ
う
に
家
の
近
く
の
坂
道
を

ダ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。」

　

同
じ
小
学
校
の
同
級
生
は
7

人
。「
男
女
関
係
な
く
仲
が
い
い

で
す
。」
卒
業
式
の
準
備
の
た
め
、

体
育
館
が
使
え
ず
最
近
は
教
室
で

遊
び
ま
す
。「
け
ん
玉
や
コ
マ
が

置
い
て
あ
り
、マ
イ
ブ
ー
ム
で
す
。

上
達
し
た
い
で
す
。」

　

こ
の
春
か
ら
、最
高
学
年
。「
今

ま
で
上
級
生
に
お
世
話
に
な
っ
た

分
、
他
学
年
に
頼
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。」

【 今月の表紙 】　期待に胸を膨らませ、笑顔で卒業の日を迎えた九戸中学生。

村
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？

　

人
が
優
し
い
と
こ
ろ
。

　

自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
。

村
の
好
き
な
季
節
は
？

　

夏
。
運
動
会
や
お
祭
り
な
ど
た
く

さ
ん
の
行
事
が
あ
る
か
ら
。

好
き
な
食
べ
物
は
？

　

み
か
ん

好
き
な
場
所
は
？

　

小
学
校
の
保
健
室

自
分
の
い
い
と
こ
ろ
は
？

　

や
さ
し
い
と
こ
ろ
。

も
し
も
願
い
が
叶
う
な
ら
？

　

コ
ロ
ナ
を
終
わ
ら
せ
る
。

好
き
な
科
目
は
？

　

家
庭
科
。
ミ
シ
ン
や
裁
縫
を
す
る

こ
と
が
好
き
。

家
族
に
一
言
！

　

小
学
校
最
後
の
年
も
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
！

頼
ら
れ
る
最
高
学
年
を
目
指
し
て

古
舘　

雅
み
や
び 

さ
ん

（11）
マイブームのけん玉。玉がお皿にのってニコリ。


